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(百万円未満切捨て)
１．2020年３月期の業績（2019年４月１日～2020年３月31日）

（１）経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2020年３月期 6,148 △7.7 143 △52.8 151 △51.1 △565 ―

2019年３月期 6,660 △2.3 304 161.4 309 330.6 249 ―
　

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2020年３月期 △99 74 ― ― △26.5 4.6 2.3

2019年３月期 44 00 ― ― 10.7 8.0 4.6

(参考) 持分法投資損益 　2020年３月期 １百万円 　2019年３月期 １百万円

（２）財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2020年３月期 2,887 1,833 63.5 323.31
2019年３月期 3,653 2,433 66.6 429.22

(参考) 自己資本 　2020年３月期 1,833百万円 　2019年３月期 2,433百万円

（３）キャッシュ・フローの状況

営業活動による
キャッシュ・フロー

投資活動による
キャッシュ・フロー

財務活動による
キャッシュ・フロー

現金及び現金同等物
期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

2020年３月期 120 △81 △50 665

2019年３月期 379 428 △595 677

２．配当の状況

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
純資産
配当率第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2019年３月期 ― ― 0 00 ― ― 7 00 7 00 39 15.9 1.7

2020年３月期 ― ― 0 00 ― ― 3 50 3 50 19 ― 0.9

2021年３月期(予想) ― ― ― ― ― ―

※2021年３月期の配当予想につきましては、現時点におきまして同期間の業績予想が困難なことから、未定とさせてい

ただきます。

３．2021年３月期の業績予想（2020年４月１日～2021年３月31日）

2021年３月期の業績予想につきましては、現時点における新型コロナウイルス感染症の感染拡大収束が不透明な状況に

あり、当社の業績に及ぼす影響を合理的に算定することが困難でありますので、未定とさせていただきます。なお、今

後の状況を踏まえ、合理的な算定が可能となり次第速やかにお知らせいたします。
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※ 注記事項

（１）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

　① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

　② ①以外の会計方針の変更 ： 無

　③ 会計上の見積りの変更 ： 無

　④ 修正再表示 ： 無

（２）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2020年３月期 5,670,000 株 2019年３月期 5,670,000 株

② 期末自己株式数 2020年３月期 439 株 2019年３月期 439 株

③ 期中平均株式数 2020年３月期 5,669,561 株 2019年３月期 5,669,561 株

　

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

　

　

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は

様々な要因により大きく異なる可能性があります。なお、業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたって

の注意事項等については、添付資料4ページ「１．経営成績等の概況（５）今後の見通し」をご覧ください。
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況
　当事業年度の我が国の経済は、米中の通商問題や英国のＥＵ離脱問題等を受け世界経済が弱含みながら推移する

なか、穏やかな景気回復が継続しているものとされておりました。しかしながら、台風被害の発生や消費税増税等

による個人消費の減退が懸念される状況に加え、新型コロナウイルスの世界的な感染拡大が我が国にも波及するこ

とは回避困難な状況にあり、経済活動が著しく制約を受ける可能性が高まりつつ推移いたしました。

　そのような状況のなか、当社は前事業年度に引き続き業態変更及び販売促進の強化による既存店舗の業況改善、

業績不振店舗の閉鎖による損失の切り離しを進めてまいりました。

　販売促進の強化として、これまでは主に他社提供のメディアを利用してまいりましたが、当事業年度より自社メ

ディアの展開を開始し、今後のリピーター確保への寄与が期待されております。

　また、お客様が快適にご飲食いただける環境整備のために、店舗従業員の資質向上が最も重要な要素であると考

え、教育指導の強化及び成果に対する評価制度の拡充等を進めております。

　以上の活動により、既存店舗の業況改善が進む状況のなか、規模の拡大による更なる業績の向上を企図し、新規

出店を再開するものとし当事業年度においては３店舗の新規出店に着手いたしました。

　なお、当事業年度においては、新規出店３店舗及び業態変更８店舗を実施し、概ね業績は好調に推移しておりま

す。

　また、８店舗の閉鎖を実施いたしましたので、当事業年度末の店舗数は97店舗となり、前事業年度末に比べ５店

舗減少いたしました。

　業績につきましては、業態変更、広告宣伝の強化及び店舗運営力の向上等が功を奏し、既存店舗の売上高はほぼ

前事業年度と同等の実績を確保いたしました。

　また、当事業年度から再開しました新規出店も収益の確保に大きく寄与しております。

　しかしながら、秋季の台風被害や、急速に感染拡大が進む新型コロナウイルス感染症により極めて大きな営業被

害を被っており、閉鎖店舗にかかる減収を補うには至らず、全社売上高は減収との結果となりました。

　また、新型コロナウイルス感染症の拡大が強く懸念される状況のなか、翌期の一定期間にわたり、この影響が継

続するものと仮定し、減損損失の判断及び測定、並びに繰延税金資産の回収可能性等の会計上の見積りにおいては、

厳格な判定を要するものとして多額の損失及び税金費用を計上いたしました。

　以上の結果、当事業年度の売上高は、6,148,219千円と、前事業年度に比べ511,940千円(7.7％)の減収となりまし

た。

　また、利益面につきましては、売上高の減少により売上総利益は4,548,246千円と前事業年度に比べ364,652千円

(7.4％)減少しました。なお、経費面につきましては、販売促進の強化に直接要する費用等は増加しておりますが、

業績不振店舗の閉鎖による固定費の削減により販売費及び一般管理費は4,404,512千円(前事業年度に比べ204,054千

円・4.4％減少)となりました。その結果、営業利益は143,733千円(前事業年度に比べ160,597千円・52.8％減少)、

経常利益は151,207千円(前事業年度に比べ157,901千円・51.1％減少)となりました。

　前述しました減損損失258,217千円、及び店舗閉鎖損失23,371千円等、合計313,761千円の特別損失の計上、及び

繰延税金資産の全額の取崩しによる法人税等調整額の増加388,420千円等により、税引前当期純損失162,553千円(前

事業年度は税引前当期純利益275,638千円)及び当期純損失565,485千円(前事業年度は当期純利益249,489千円)とな

りました。

当事業年度における経営成績は次のとおりであります。

前事業年度 当事業年度 増減対比

金額 構成比 金額 構成比 金額 増減率

売上高 6,660,159千円 6,148,219千円 △511,940千円 -7.7％

販売費及び一般管理費 4,608,567千円 69.2％ 4,404,512千円 71.6％ △204,054千円 -4.4％

営業利益 304,331千円 4.6％ 143,733千円 2.3％ △160,597千円 -52.8％

経常利益 309,109千円 4.6％ 151,207千円 2.5％ △157,901千円 -51.1％

当期純利益又は
当期純損失（△）

249,489千円 3.7％ △565,485千円 △9.2％ △814,975千円 ―
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当事業年度におけるセグメント別の業績は次のとおりであります。

売上高 営業利益又は営業損失(△)

金額 前年同期増減対比 金額 前年同期増減対比

北関東エリア 2,535,640千円
△175,687千円

323,768千円
△35,899千円

（△6.5％） （△10.0％）

首都圏エリア 2,578,237千円
△268,032千円

237,724千円
△99,852千円

（△9.4％） （△29.6％）

東北エリア 1,034,340千円
△68,020千円

87,912千円
△5,264千円

（△6.2％） （△5.6％）

その他 ―
△199千円

△505,671千円
△19,581千円

（―） （―）

(北関東エリア)

　当セグメントは、茨城県・栃木県・群馬県に設置する店舗で構成しております。当セグメントを構成する店舗は、

過半数が郊外に立地する店舗であり、それらの店舗は比較的長期保有の店舗となっております。

　当社の保有する店舗は、全般的に酒類販売に依存の高い店舗となっており、酒類消費が減退傾向を強める社会情

勢のなか、特に郊外型の店舗はその影響を強く受けているものと考えております。

　以上のとおり、当セグメントに属する店舗につきましては、厳しい外部環境のなかにありますが、業態変更及び

広告宣伝の強化、全般的な店舗運営力の強化等により、既存店舗の売上高は前事業年度を上回り推移いたしまし

た。

　しかしながら、秋季に頻発しました大規模な台風被害及び、新型コロナウイルス感染拡大に伴う飲食自粛による

影響は極めて大きく、閉鎖店舗にかかる減収を吸収するには至らず、前事業年度に比べ減収となりました。

　店舗の状況につきましては、次の新規出店及び業態変更、閉鎖を実施いたしました。

　○新規出店２店舗

　 赤から佐野店(栃木県佐野市)

　 水戸肉寿司(茨城県水戸市)

　○業態変更３店舗

　 忍家土浦駅前店→ もんどころ土浦駅前店(茨城県土浦市)

　 忍家小山店→ 赤から小山店(栃木県小山市)

　 忍家竜ケ崎ニュータウン店→ 赤から龍ケ崎店(茨城県龍ケ崎市)

　○閉鎖３店舗

　 いきなりステーキ水戸千波店(茨城県水戸市)

　 忍家水戸駅南店(茨城県水戸市)

　 忍家鹿嶋店(茨城県鹿嶋市)

　以上により、当事業年度末の店舗数は40店舗となり、前事業年度末に比べ１店舗減少いたしました。

(首都圏エリア)

　当セグメントは、東京都・埼玉県・千葉県・神奈川県に設置する店舗で構成しております。当セグメントを構成

する店舗は、駅前に立地する店舗が大半を占めており、当該地域は集散人口が比較的多く広告宣伝に対する感度が

高い地域と考えております。その反面、多数の競合店が同様の広告宣伝による集客を図る地域でもありますので、

広告宣伝に要する費用も比較的多額となっております。

　以上を踏まえ、当セグメントにつきましては、広告宣伝を最も強化しており、既存店舗の売上高は前事業年度と

同等の実績を確保いたしました。

　しかしながら、新型コロナウイルス感染拡大に伴う飲食自粛による影響を最も大きく受けており、店舗閉鎖にか

かる減収を吸収するに至らず、売上高は前事業年度に比べ減収となりました。

　店舗の状況につきましては、次の新規出店及び業態変更、閉鎖を実施いたしました。

　○新規出店１店舗

　 上ル商店荻窪店(東京都杉並区)

　○業態変更３店舗

　 忍家浦和駅西口店→ うま囲浦和駅西口店(埼玉県さいたま市浦和区)

　 忍家巣鴨駅前店→ うま囲巣鴨駅前店(東京都豊島区)

　 味斗上尾駅東口店→ 赤から上尾駅東口店(埼玉県上尾市)

　○閉鎖４店舗

　 忍家柏西口店(千葉県柏市)
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　 忍家大宮西口店(埼玉県さいたま市大宮区)

　 忍家越谷駅西口店(埼玉県越谷市)

　 忍家東小金井駅前店(東京都小金井市)

　以上により、当事業年度末の店舗数は40店舗となり、前事業年度末に比べ３店舗減少いたしました。

(東北エリア)

　当セグメントは、宮城県・福島県・山形県に設置する店舗で構成しております。当セグメントを構成する店舗は、
北関東エリアと同様に郊外に立地する店舗が多数を占めており、北関東エリアと同様の状況にあるものと考えてお
ります。

　当セグメントにおいても、業態変更及び広告宣伝の強化、店舗運営力強化を推進しており、既存店舗の売上高は

ほぼ前事業年度を上回り推移いたしました。

　しかしながら、秋季に頻発しました大規模な台風被害、及び新型コロナウイルス感染拡大に伴う飲食自粛の影響

は極めて大きく、閉鎖店舗にかかる減収を吸収するに至らず、売上高は前事業年度に比べ減収となりました。

　店舗の状況につきましては、次の業態変更及び閉鎖を実施いたしました。

　○業態変更２店舗

　 忍家いわき湯本店→ 湯本しゃぶ将軍田なべ(福島県いわき市)

　 味斗いわき泉店→ 赤からいわき泉店(福島県いわき市)

　○閉鎖店舗１店舗

　 忍家いわき谷川瀬店(福島県いわき市)

　以上により、当事業年度末の店舗数は17店舗となり、前事業年度末に比べ１店舗減少いたしました。

(その他)

　当セグメントは、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、各報告セグメントに配分されていない全

社費用を管理しております

　本部における管理費用は増加傾向にありますが、これにより店舗の業績向上が確保されていくものと考えており

ます。

（２）当期の財政状態の概況

　(資産の部)

流動資産は、1,742,839千円となり前事業年度末に比べ69,021千円(3.8％)減少しました。

　これは主に、「現金及び預金」の減少32,089千円、決算月次の売上高の減少に伴う「売掛金」の減少22,655千円等

によるものであります。

固定資産は、1,144,451千円となり前事業年度末に比べ697,491千円(37.9％)減少しました。

　これは主に、減損損失の計上及び減価償却の進捗による「有形固定資産」の減少253,303千円、「繰延税金資産」の

全額取崩382,894千円、店舗閉鎖に伴う「敷金及び保証金」の減少47,442千円、返戻の進捗に伴う「長期貸付金」の減

少14,730千円等によるものであります。

　(負債の部)

流動負債は、626,578千円となり前事業年度末に比べ152,715千円(19.6％)減少しました。

　これは主に、賞与算定期間の差異による「賞与引当金」の増加13,525千円に対し、決算月次の仕入高の減少による

「買掛金」の減少54,886千円、主に給与の減少等による「未払金」の減少65,927千円、店舗閉鎖に伴う「店舗閉鎖損

失引当金」の減少10,584千円及び「資産除去債務」の減少16,832千円等によるものであります。

固定負債は、427,664千円となり前事業年度末に比べ13,353千円(3.0％)減少しました。

　これは主に、「繰延税金負債」の増加6,221千円等に対し、返済の進捗による「リース債務」の減少5,492千円、店

舗閉鎖に伴う「資産除去債務」の減少16,703千円によるものであります。

(純資産の部)

純資産合計は、1,833,047千円となり前事業年度末に比べ600,444千円(24.7％)減少しました。

　これは「当期純損失」565,485千円、「剰余金の配当」39,686千円に対し、「その他有価証券評価差額金」の増加

4,728千円によるものであります。
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（３）当期のキャッシュ・フローの概況

当事業年度における現金及び現金同等物(以下「資金」という)の残高は、665,424千円となり、前事業年度に比べ

12,090千円(1.8％)減少しました。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動によるキャッシュ・フローは120,796千円となり前事業年度に比べ258,465千円(68.2％)減少しました。

主要な資金の増減は次のとおりであります。なお、( )内は前事業年度との資金の増減比較であります。

　 ○主な現金増加要因

　・非現金費用として計上した「減価償却費」が132,946千円(17,010千円減少)

　・非現金費用として計上した「減損損失」が258,217千円(236,261千円増加)

　・「賞与引当金の増減額」13,525千円(15,938千円増加)

　・「固定資産売却損」16,725千円(17,801千円増加)

　・「売上債権の増減額」22,655千円(19,875千円増加)

　○主な現金減少要因

　・「税引前当期純損失」△162,553千円(438,192千円減少)

　・「仕入債務の増減額」△54,886千円(37,099千円減少)

　・「未払金の増減額」△51,083千円(27,340千円減少)

　・「預り金の増減額」△15,394千円(12,904千円減少)

　・「法人税等の支払額」△23,430千円(7,640千円減少)

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動によるキャッシュ・フローは△81,983千円となり前事業年度に比べ510,454千円減少しました。

主要な資金の増減は次のとおりであります。なお、( )内は前事業年度との資金の増減比較であります。

　○主な現金増加要因

　・「定期預金の払戻による収入」421,700千円(328,500千円減少)

　・「建設協力金の回収による収入」14,557千円(469千円増加)

　・「有形固定資産の売却による収入」13,000千円(11,924千円増加)

　・店舗閉鎖に伴う「敷金及び保証金の回収による収入」が66,845千円(33,180千円増加)

　○主な現金減少要因

　・「定期預金の預入による支出」△406,850千円(178,810千円減少)

　・「有形固定資産の取得による支出」△151,605千円(38,605千円減少)

　・フランチャイズ加盟等に伴う「敷金及び保証金の差入による支出」が△7,796千円(1,325千円増加)

　・店舗閉鎖に伴う「資産除去債務の履行による支出」が△31,834千円(11,438千円減少)

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動によるキャッシュ・フローは△50,903千円となり前事業年度に比べ544,632千円増加しました。

主要な資金の増減は次のとおりであります。なお、( )内は前事業年度との資金の増減比較であります。

　○主な現金減少要因

　・「短期借入金の返済による支出」― (200,000千円増加)

　・「長期借入金の返済による支出」― (333,684千円増加)

　・「ファイナンス・リース債務の返済による支出」△11,348千円(10,951千円増加)

　・「配当金の支払額」△39,554千円(３千円減少)

（４）今後の見通し

　2021年３月期の業績につきましては、新型コロナウイルス感染症拡大が今後どのように推移するか極めて不透明で

あり、当社の業績への影響を合理的に算定することは困難でありますので、未定とさせていただきます。

　今後、予測が可能となりました段階で速やかにお知らせいたします。

（５）継続企業の前提に関する重要事象等

該当事項はありません。
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２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

　当社の事業はほぼ国内に限られ、また利害関係者の多くも国内帰属の者が大半を占める状況であるため、期間比較可

能性及び企業間の比較可能性を考慮した場合、当面は日本基準による財務諸表の作成が適切であると考えております。

　なお、ＩＦＲＳの適用につきましては、国内外の諸情勢を考慮の上、適切に対応していく方針であります。
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３．財務諸表及び主な注記

（１）貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(2019年３月31日)

当事業年度
(2020年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,557,530 1,525,441

売掛金 80,987 58,332

原材料 43,980 42,168

前払費用 94,250 99,623

その他 35,111 17,275

流動資産合計 1,811,861 1,742,839

固定資産

有形固定資産

建物 3,825,180 3,427,578

減価償却累計額 △3,256,229 △3,097,464

建物（純額） 568,950 330,113

構築物 46,962 40,722

減価償却累計額 △36,989 △35,717

構築物（純額） 9,973 5,005

車両運搬具 8,204 7,180

減価償却累計額 △7,686 △5,750

車両運搬具（純額） 518 1,429

工具、器具及び備品 145,716 144,075

減価償却累計額 △96,350 △104,040

工具、器具及び備品（純額） 49,366 40,035

リース資産 349,233 210,176

減価償却累計額 △348,154 △210,176

リース資産（純額） 1,079 －

有形固定資産合計 629,888 376,584

無形固定資産

商標権 48 32

リース資産 8,581 6,129

電話加入権 738 664

無形固定資産合計 9,368 6,827

投資その他の資産

投資有価証券 83,163 74,861

関係会社株式 6,000 6,000

出資金 5,030 5,030

長期貸付金 116,913 102,183

長期前払費用 31,660 38,234

繰延税金資産 382,894 －

敷金及び保証金 564,673 517,230

長期預金 12,350 17,500

投資その他の資産合計 1,202,686 761,039

固定資産合計 1,841,942 1,144,451

資産合計 3,653,804 2,887,291
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(単位：千円)

前事業年度
(2019年３月31日)

当事業年度
(2020年３月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 173,821 118,935

リース債務 11,348 5,492

未払金 295,429 229,502

未払費用 33,962 34,690

未払法人税等 36,472 25,638

未払消費税等 42,344 51,055

預り金 42,432 27,038

前受収益 76,540 76,397

賞与引当金 19,874 33,399

店舗閉鎖損失引当金 12,047 1,463

株主優待引当金 17,771 22,417

資産除去債務 16,832 －

その他 416 548

流動負債合計 779,294 626,578

固定負債

リース債務 9,533 4,040

繰延税金負債 － 6,221

資産除去債務 421,536 404,832

その他 9,948 12,569

固定負債合計 441,018 427,664

負債合計 1,220,312 1,054,243

純資産の部

株主資本

資本金 292,375 292,375

資本剰余金

資本準備金 282,375 282,375

資本剰余金合計 282,375 282,375

利益剰余金

利益準備金 4,500 4,500

その他利益剰余金

別途積立金 1,000,000 1,000,000

繰越利益剰余金 861,866 256,694

利益剰余金合計 1,866,366 1,261,194

自己株式 △192 △192

株主資本合計 2,440,924 1,835,751

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △7,432 △2,704

評価・換算差額等合計 △7,432 △2,704

純資産合計 2,433,491 1,833,047

負債純資産合計 3,653,804 2,887,291
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（２）損益計算書

(単位：千円)
前事業年度

(自 2018年４月１日
　至 2019年３月31日)

当事業年度
(自 2019年４月１日
　至 2020年３月31日)

売上高 6,660,159 6,148,219

売上原価

原材料期首たな卸高 39,871 43,980

当期原材料仕入高 1,751,620 1,598,609

合計 1,791,491 1,642,589

他勘定振替高 250 448

原材料期末たな卸高 43,980 42,168

原材料売上原価 1,747,260 1,599,972

売上総利益 4,912,899 4,548,246

販売費及び一般管理費 4,608,567 4,404,512

営業利益 304,331 143,733

営業外収益

受取利息 1,860 1,633

受取配当金 2,083 2,352

原子力立地給付金 1,556 1,220

その他 2,210 2,460

営業外収益合計 7,710 7,667

営業外費用

支払利息 2,706 146

その他 225 46

営業外費用合計 2,932 193

経常利益 309,109 151,207

特別利益

固定資産売却益 1,075 －

特別利益合計 1,075 －

特別損失

固定資産売却損 － 16,725

固定資産除却損 2,365 1,185

減損損失 21,956 258,217

投資有価証券評価損 － 13,245

店舗閉鎖損失 5,879 23,371

店舗閉鎖損失引当金繰入額 4,344 1,016

特別損失合計 34,546 313,761

税引前当期純利益又は税引前当期純損失（△） 275,638 △162,553

法人税、住民税及び事業税 15,218 14,510

法人税等調整額 10,929 388,420

法人税等合計 26,148 402,931

当期純利益又は当期純損失（△） 249,489 △565,485
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（３）株主資本等変動計算書

前事業年度(自2018年４月１日至2019年３月31日)

(単位：千円)

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

資本準備金
資本剰余金

合計
利益準備金

その他利益剰余金
利益剰余金

合計別途積立金
繰越利益

剰余金

当期首残高 292,375 282,375 282,375 4,500 1,000,000 652,063 1,656,563

当期変動額

剰余金の配当 △39,686 △39,686

当期純利益 249,489 249,489

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

―

当期変動額合計 ― ― ― ― ― 209,802 209,802

当期末残高 292,375 282,375 282,375 4,500 1,000,000 861,866 1,866,366

株主資本 評価・換算差額等

純資産合計
自己株式 株主資本合計

その他有価証券

評価差額金

評価・換算

差額等合計

当期首残高 △192 2,231,121 7,303 7,303 2,238,424

当期変動額

剰余金の配当 △39,686 △39,686

当期純利益 249,489 249,489

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

― △14,736 △14,736 △14,736

当期変動額合計 ― 209,802 △14,736 △14,736 195,066

当期末残高 △192 2,440,924 △7,432 △7,432 2,433,491
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当事業年度(自2019年４月１日至2020年３月31日)

(単位：千円)

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

資本準備金
資本剰余金

合計
利益準備金

その他利益剰余金
利益剰余金

合計別途積立金
繰越利益

剰余金

当期首残高 292,375 282,375 282,375 4,500 1,000,000 861,866 1,866,366

当期変動額

剰余金の配当 △39,686 △39,686

当期純損失（△） △565,485 △565,485

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

―

当期変動額合計 ― ― ― ― ― △605,172 △605,172

当期末残高 292,375 282,375 282,375 4,500 1,000,000 256,694 1,261,194

株主資本 評価・換算差額等

純資産合計
自己株式 株主資本合計

その他有価証券

評価差額金

評価・換算

差額等合計

当期首残高 △192 2,440,924 △7,432 △7,432 2,433,491

当期変動額

剰余金の配当 △39,686 △39,686

当期純損失（△） △565,485 △565,485

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

― 4,728 4,728 4,728

当期変動額合計 ― △605,172 4,728 4,728 △600,444

当期末残高 △192 1,835,751 △2,704 △2,704 1,833,047
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（４）キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前事業年度

(自 2018年４月１日
　至 2019年３月31日)

当事業年度
(自 2019年４月１日
　至 2020年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前当期純利益又は税引前当期純損失（△） 275,638 △162,553

減価償却費 149,957 132,946

減損損失 21,956 258,217

投資有価証券評価損益（△は益） － 13,245

賞与引当金の増減額（△は減少） △2,413 13,525

店舗閉鎖損失引当金の増減額（△は減少） △13,535 △2,595

株主優待引当金の増減額（△は減少） 1,946 4,646

固定資産売却損益（△は益） △1,075 16,725

固定資産除却損 2,365 1,185

受取利息及び受取配当金 △3,943 △3,986

支払利息 2,706 146

売上債権の増減額（△は増加） 2,780 22,655

たな卸資産の増減額（△は増加） △4,109 1,812

前払費用の増減額（△は増加） 10,090 △5,372

その他の資産の増減額（△は増加） △18,626 △33,771

仕入債務の増減額（△は減少） △17,787 △54,886

未払金の増減額（△は減少） △23,742 △51,083

前受収益の増減額（△は減少） 4,068 2,239

未払事業税の増減額（△は減少） 9,382 △2,939

未払費用の増減額（△は減少） 943 727

未払消費税等の増減額（△は減少） 35,153 8,823

預り金の増減額（△は減少） △2,490 △15,394

その他の負債の増減額（△は減少） △3,374 238

その他 △31,718 △3,127

小計 394,173 141,425

利息及び配当金の受取額 2,893 2,948

利息の支払額 △2,635 △146

法人税等の還付額 619 －

法人税等の支払額 △15,789 △23,430

営業活動によるキャッシュ・フロー 379,261 120,796
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(単位：千円)
前事業年度

(自 2018年４月１日
　至 2019年３月31日)

当事業年度
(自 2019年４月１日
　至 2020年３月31日)

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △228,040 △406,850

定期預金の払戻による収入 750,200 421,700

有形固定資産の取得による支出 △113,000 △151,605

有形固定資産の売却による収入 1,075 13,000

建設協力金の回収による収入 14,088 14,557

敷金及び保証金の差入による支出 △9,121 △7,796

敷金及び保証金の回収による収入 33,665 66,845

資産除去債務の履行による支出 △20,395 △31,834

投資活動によるキャッシュ・フロー 428,470 △81,983

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の返済による支出 △200,000 －

長期借入金の返済による支出 △333,684 －

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △22,300 △11,348

配当金の支払額 △39,551 △39,554

財務活動によるキャッシュ・フロー △595,536 △50,903

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 212,196 △12,090

現金及び現金同等物の期首残高 465,318 677,515

現金及び現金同等物の期末残高 677,515 665,424
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（５）財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(追加情報)

当社は、新型コロナウイルス感染症拡大防止への社会的な要請を踏まえ、４月６日より運営する全店舗を休業し、

営業活動を自粛してまいりました。

政府、地方自治体の方針も踏まえ５月中旬より順次店舗の営業を再開し、６月以降は全店舗で営業活動を再開す

る予定でありますが、緊急事態宣言解除後においても、新型コロナウイルス感染症の収束時期や収束後の営業活動

は不透明であることから、売上高が前年水準まで回復するには少なくとも2021年３月末頃までかかると見込んでお

ります。

当社は、固定資産の減損会計及び税効果会計につきまして、新型コロナウイルス感染症の収束時期及び収束後の

営業活動の再開と売上高の回復について、上記の仮定に基づいて将来キャッシュ・フロー及び繰延税金資産の回収

可能性の見積りを行っております。

この結果、当事業年度において有形固定資産等に係る減損損失258,217千円、繰延税金資産の全額取崩しによる法

人税等調整額388,420千円を計上しております。
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(セグメント情報等)

(セグメント情報)

１ 報告セグメントの概要

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が経営資源の

配分の決定及び業績の評価をするために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

　当社は、国内において主に和風ダイニングレストランを中心とした飲食店舗の多店舗展開を行っており、地域的

には東京都から宮城県にかけての10都道府県(茨城県・栃木県・群馬県・東京都・埼玉県・千葉県・神奈川県・福島

県・山形県・宮城県)に出店しております。従いまして、当社のセグメントは出店地域を基盤とした地域別のセグメ

ントから構成されており、「北関東エリア」、「首都圏エリア」、「東北エリア」の３つを報告セグメントとして

おります。

　各セグメントの構成は次のとおりであります。「北関東エリア」は茨城県、栃木県及び群馬県で構成しており期

中営業店舗数は40店舗であり、「首都圏エリア」は東京都、埼玉県及び千葉県、並びに神奈川県で構成しており期

中営業店舗数は40店舗であり、「東北エリア」は福島県、山形県及び宮城県で構成しており期中営業店舗数は17店

舗であります。

２ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法

報告されている事業セグメントごとの会計処理の方法は、「重要な会計方針」における記載と概ね同一でありま

す。

３ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報

前事業年度(自 2018年４月１日 至 2019年３月31日)

(単位：千円)

報告セグメント
その他
(注)１

合計北関東
エリア

首都圏
エリア

東北
エリア

計

売上高

外部顧客への売上高 2,711,328 2,846,270 1,102,360 6,659,959 199 6,660,159

セグメント間の内部
　売上高又は振替高

― ― ― ― ― ―

計 2,711,328 2,846,270 1,102,360 6,659,959 199 6,660,159

セグメント利益又は
損失（△）

359,668 337,576 93,177 790,422 △486,090 304,331

セグメント資産 746,843 797,258 328,990 1,873,092 1,780,711 3,653,804

その他の項目

減価償却費 56,293 63,648 26,210 146,152 3,804 149,957

　減損損失 8,133 9,148 4,674 21,956 ― 21,956

有形固定資産及び
　無形固定資産の増加額

94,271 27,495 21,772 143,538 10,368 153,907

　(注)１ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、本部における物販収入及び各

報告セグメントに配分されていない全社費用を含んでおります。

　 ２ セグメント利益は、損益計算書の営業利益と一致しております。

　 ３ 減価償却費、減損損失、有形固定資産及び無形固定資産の増加額には、それぞれ長期前払費用の償却額、

減損損失及び増加額が含まれております。
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当事業年度(自 2019年４月１日 至 2020年３月31日)

(単位：千円)

報告セグメント
その他
(注)１

合計北関東
エリア

首都圏
エリア

東北
エリア

計

売上高

外部顧客への売上高 2,535,640 2,578,237 1,034,340 6,148,219 ― 6,148,219

セグメント間の内部
　売上高又は振替高

― ― ― ― ― ―

計 2,535,640 2,578,237 1,034,340 6,148,219 ― 6,148,219

セグメント利益又は
損失（△）

323,768 237,724 87,912 649,405 △505,671 143,733

セグメント資産 480,316 470,050 238,052 1,188,419 1,698,871 2,887,291

その他の項目

減価償却費 53,385 50,071 23,098 126,555 6,391 132,946

　減損損失 74,777 134,450 48,989 258,217 ― 258,217

有形固定資産及び
　無形固定資産の増加額

70,349 50,299 30,981 151,629 4,632 156,261

　(注)１ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、各報告セグメントに配分されてい

ない全社費用を含んでおります。

　 ２ セグメント利益は、損益計算書の営業利益と一致しております。

　 ３ 減価償却費、減損損失、有形固定資産及び無形固定資産の増加額には、それぞれ長期前払費用の償却額、

減損損失及び増加額が含まれております。

４ 報告セグメント合計額と財務諸表計上額との差額及び当該差額の主な内容(差異調整に関する事項)

　 該当事項はありません。

【関連情報】

前事業年度(自 2018年４月１日 至 2019年３月31日)

１ 製品及びサービスごとの情報

単一の製品・サービスの区分の外部顧客への売上高が損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省略してお

ります。

２ 地域ごとの情報

(1) 売上高

　 本邦以外の外部顧客への売上高がないため、該当事項はありません。

(2) 有形固定資産

　 本邦以外に所在している有形固定資産がないため、該当事項はありません。

３ 主要な顧客ごとの情報

外部顧客への売上高のうち、損益計算書の売上高の10％以上を占める相手先がないため、記載はありません。

当事業年度(自 2019年４月１日 至 2020年３月31日)

１ 製品及びサービスごとの情報

単一の製品・サービスの区分の外部顧客への売上高が損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省略して

おります。

２ 地域ごとの情報

(1) 売上高

　 本邦以外の外部顧客への売上高がないため、該当事項はありません。
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(2) 有形固定資産

　 本邦以外に所在している有形固定資産がないため、該当事項はありません。

３ 主要な顧客ごとの情報

外部顧客への売上高のうち、損益計算書の売上高の10％以上を占める相手先がないため、記載はありません。

【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】

前事業年度(自 2018年４月１日 至 2019年３月31日)

　 セグメント情報に同様の情報を開示しているため、記載を省略しております。

当事業年度(自 2019年４月１日 至 2020年３月31日)

　 セグメント情報に同様の情報を開示しているため、記載を省略しております。

【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】

前事業年度(自 2018年４月１日 至 2019年３月31日)

　該当事項はありません。

当事業年度(自 2019年４月１日 至 2020年３月31日)

　該当事項はありません。

【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】

前事業年度(自 2018年４月１日 至 2019年３月31日)

　該当事項はありません。

当事業年度(自 2019年４月１日 至 2020年３月31日)

　該当事項はありません。

(持分法損益等)

前事業年度
(自 2018年４月１日
至 2019年３月31日)

当事業年度
(自 2019年４月１日
至 2020年３月31日)

関連会社に対する投資の金額 6,000千円 6,000千円

持分法を適用した場合の投資の金額 19,925千円 20,466千円

持分法を適用した場合の投資利益の金額 1,694千円 1,140千円
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(１株当たり情報)

前事業年度
(自 2018年４月１日
至 2019年３月31日)

当事業年度
(自 2019年４月１日
至 2020年３月31日)

１株当たり純資産額 429円22銭 323円31銭

１株当たり当期純利益金額又は
１株当たり当期純損失金額(△)

44円00銭 △99円74銭

(注) １．当事業年度の潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、１株当たり当期損失金額であり、また

　 潜在株式が存在しないため記載しておりません。なお、前事業年度の潜在株式調整後１株当たり当期純

利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．１株当たり当期純利益金額又は当期純損失金額の算定上の基礎

前事業年度
(自 2018年４月１日
至 2019年３月31日)

当事業年度
(自 2019年４月１日
至 2020年３月31日)

損益計算書上の当期純利益又は
当期純損失(△)(千円)

249,489 △565,485

普通株式に係る当期純利益又は
当期純損失(△)(千円)

249,489 △565,485

普通株式の期中平均株式数(株) 5,669,561 5,669,561

(重要な後発事象)

(コミットメントラインの契約締結について)

当社は、2020年５月14日開催の取締役会において、新型コロナウイルス感染拡大に伴う売上高の減少による資金

繰り悪化リスクに対して機動的な対応を可能とするため、次の内容によるコミットメントライン契約の締結を決議

し、2020年５月15日付で契約を締結いたしました。
.

(契約内容)

(1)借入先 水戸信用金庫

(2)コミットメントラインの総額 2,000,000千円

(3)契約締結日 2020年５月15日

(4)借入の使途 運転資金

(5)コミットメント期間 2020年５月15日から2021年５月14日まで

(6)借入条件 固定金利

(7)担保 無担保・無保証
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